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　SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）が、メディアなどで取
り上げられることが多くなり、我が国でも広く知られるようになりました。それに伴い中
小企業のSDGsに対する認識も急速に高まっています。当機構が令和3年5月に行った
「SDGsの認知度と取り組み状況等についてのアンケート調査」では、SDGsの取り組みに
前向きな回答が約70%となっており、SDGsに積極的で意欲的な中小企業が多いことがわ
かります。

　SDGsは、中小企業にとって、①持続可能性を増進するための事業規律となり、②先行
きのビジネスチャンス（環境・エネルギー、医療・ヘルスケア、デジタルなど）を見極め
る指針でもあり、③国内外の関連企業と「価値観」を共有することで予期せぬリスクを軽
減する効果があると言われています。また、SDGsは、ターゲット８「働きがいも経済成
長も」にあるように、中小企業を「生産活動や、雇用、イノベーションの重要な担い手」と
して重要なプレーヤーに位置付けています。

　このため、当機構では、SDGsの考えを尊重し、中小企業のSDGsへの理解促進と趣旨
に沿った事業活動への支援を通じてSDGsの達成に貢献するべく、「中小企業SDGs応援宣
言」を令和3年3月に公表いたしました。応援宣言の内容に沿って、中小企業のSDGｓ推
進のための取り組みを全力で支援してまいります。

　令和3年3月、当機構近畿本部は、近畿経済産業局・事業構想大学院大学の協力のもと、
中小企業におけるSDGs活用促進を目的とした「中小企業のためのSDGs活用ガイドブッ
ク」を公表いたしました。今般、全ての地域本部に活動を拡げ、本ガイドブックに全国各
地でSDGsに取り組んでいる中小企業の事例を複数加えて、増補改訂いたしました。

　本ガイドブックをご覧いただき、一人でも多くの読者が SDGs経営の必要性に気付き、
その取り組みを始められ、それが組織の活性化や生産性向上など会社の発展、ひいては経
済社会への貢献に結びつくことを心から願っております。本ガイドブックがその一助にな
れば幸いでございます。

　今後も、中小企業の皆様がすぐ自社で活用できるような実践的な方法や取り組み事例の
紹介に努めてまいります。最後に、取材に快く応じていただきました中小企業の皆様に心
から感謝申し上げます。
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中小企業のSDGs経営の事例第 章7

事例 企業名

SDGsを認識して
事業を行っていたか？ 本業とSDGsとの関連性

YES NO
製品・サー
ビス自体の
工夫でSDGs
に貢献

製品づくり・
現場改善等
の 工 夫 で
SDGsに貢献

事例1 環境大善株式会社（北海道北見市）
（バイオ消臭液） ● ●

事例2 株式会社かね久（宮城県仙台市）
（挽きたて生パン粉） ● ●

事例3 株式会社山岸製作所（群馬県高崎市）
（精密機械部品メーカー） ● ●

事例4 株式会社マルワ（愛知県名古屋市）
（総合印刷） ● ●

事例5 スタイル・オブ・ジャパン株式会社（福井県小浜市）
（若狭塗箸） ● ●

事例6 株式会社Paddy Field（大阪府東大阪市）
（組立パーテーション） ● ●

事例7 谷水加工板工業株式会社（兵庫県丹波市）
（住宅資材メーカー） ● ●

事例8 株式会社セイバン（兵庫県たつの市）
（ランドセル製造販売） ● ●

事例9 株式会社野田商店 （和歌山県海南市）
（乾物食品卸業） ● ●

事例10 株式会社富田屋（大阪府富田林市）
（和生菓子製造販売） ● ●

事例11 和田八蒲鉾製造株式会社（大阪府大阪市）
（水産練り物製造） ● ●

事例12 株式会社スピングルカンパニー（広島県府中市）
（レザースニーカーの企画・製造・販売） ● ●

事例13 有限会社うずしお食品（徳島県鳴門市）
（わかめの加工販売） ● ●

事例14 株式会社丸信（福岡県久留米市）
（包装資材メーカー） ● ●

事例15 沖縄ツーリスト株式会社（沖縄県那覇市）
（旅行事業） ● ●
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第6章「経営課題別SDGs実践」との関係

１．
経営戦略

２．
生産・サービス管理

３．
人事・労務

４．
新技術・新製品 
・新サービス開発

５．
新市場開拓

６．
事業承継

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

●

● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ●
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地球の健康を見つめる

事例1  環境大善株式会社

北海道でもとくに酪農業が
盛んな道東にある北見市。
この地に2006年に設立さ
れたのが環境大善株式会社
です。主力商品は『きえ～
る』。酪農につきものの、
牛の尿を微生物発酵技術で
無害化する過程でできた、
人にも地球にもやさしい消
臭液です。

1．謎の液体
いまから25年ほど前、同社の創業者で現会長の窪之内覚（さとる）さんは、北見市のホー
ムセンター「ダイゼン」で店長を務めていました。ある時、お客様から「どの消臭剤を買っ
ても臭いが消えない」とクレームを受けました。お客様のニーズに応えようと、窪之内さ
んは市販の様々な消臭剤を探しましたが、2年経っても良い商品に巡り合えませんでした。
そんなとき、酪農家の知人が、「牛の尿を乳酸菌で分解した茶色い液体」を持ってきました。
酪農業が盛んな北見市では、牛の糞尿による悪臭と、ある環境汚染が公害問題になってい
ました。土中に染み込んだ尿が付近を流れる常呂川に流れ込んでいるのです。この川は農
業用水として利用されるほか、オホーツク海からサケやマスが遡上します。河口は日本有
数のホタテの水揚げ場にもなっています。その為国や北海道、農協と酪農家が協力し糞尿
処理が進められていました。しかし、その処理設備は酪農家自身も多額の費用負担を伴う
ものでした。知人は経営を圧迫しかねないとの心配から、処理済みの液体を販売できない
かと、相談にやってきたのです。
もともと窪之内さんは農家の出身だったので、確かに園芸には使えそうだと思いました。
しかし、冬の長い北海道では園芸時期がとても短く、大きな収益にはなりそうもありませ

窪之内誠社長と善玉菌を表現した同社シンボルマーク
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ん。液体の臭いを嗅いでみたところ、まったくの無臭でした。「牛の尿の臭いがなぜ消え
るのだろう？もしかすると他の臭いも消えるかもしれない」と早速試してみることにしま
した。ペットの糞尿や生ゴミ、排水口やトイレなど、他の様々な悪臭にその液体をかける
と、なぜか臭いが消えたのでした。
窪之内さんは「この液体は宝だ。北見の人々の悩みの種だった牛の尿を価値ある商品に変
えることができれば、酪農家を助けられるだけでなく公害問題の解決にもつながる」と考
えました。「どうしても世に出したい」と、ホームセンターに環境商品事業部を作り、こ
の液体の商品化に向け各種安全性試験を実施しました。原液が有色であっため、このまま
では色が染まる素材には使えません。そこで改良が加えられ、透明化する仕組みが考案さ
れました。牛の尿を微生物で発酵させると、液体内の善玉菌が悪玉菌を減らします。これ
が「善玉活性水」で、有機物の腐敗臭やアンモニア臭などの消臭に効果があります。だが、
花にかけても花の芳しい香りは消えず、不快な臭いにだけ反応することも分かりました。

２．公害の元が公害を制す
1998年、天然成分100％の
バイオ消臭液『きえ～る』が
誕生。さらに研究を進めて
いくと、この液体には土の
微生物を活性化させる効果
があることも分かりました。
土壌再生にも役立つと、園
芸用液体たい肥『土いきか
える』も商品化。2006年に
ホームセンターから環境商
品事業部を譲り受けて独立
開業しました。
「公害の元が公害を制す」と
いうキャッチコピーで売り出した『きえ～る』は、道内の新聞や全国版の情報番組で取り
上げられ話題を集めました。商品の知名度は次第に上向き、洗濯用や置型タイプ、魚の水
槽の悪臭・排水管のニオイ・ぬめり予防など、用途に応じたラインナップも徐々に増えて
いきました。今では国内だけでなく海外からも注文が来ます。
同社の消臭液や液体たい肥を利用すれば、善玉菌の力で地球環境を健康な状態に戻すこと
に貢献できます。こうした同社の「アップサイクル型循環システム」は、SDGsの目標12「つ
くる責任　つかう責任」を筆頭に、目標6「安全な水とトイレを世界中に」、14「海の豊か
さを守ろう」、15「陸の豊かさを守ろう」など、様々な目標に合致した取り組みと言えます。

パッケージをリニューアルした消臭剤『きえ～る』
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３．消費財の枠を超えた商品づくりを
それでも、同社は現状に満足していません。毎日の幹部会議で「どのように環境負荷を軽
減できるのか？」を議論し、消臭液ボトルをバイオマスボトルにしたり、輸送コストを下
げる工夫をしたり、商品を運ぶ際の梱包材の素材にもこだわっています。地球環境の負荷
軽減へ徹底的に向き合っているのです。
好例が2021年10月の消臭液パッケージのリニューアルです。消臭液は「消費財」。消費財
の多くは長く使うことが想定されておらず、基本的には使い捨てです。1度購入したボト
ルに愛着を持って長く使ってもらい、中身を詰め替えて使用できるような仕組みを整えれ
ば、消費財の枠を超えた商品づくりができ、環境負荷軽減に貢献できます。思い切って、
デザイン性を追求したパッケージにリニューアルしました。同社設立以来初の大幅リ
ニューアルでした。
リニューアルを牽引したのは会長の息子で現社長の窪之内誠さんです。2017年ごろから
デザインの力に着目し、経営に取り入れてきました。自社の商品を手に取ってくれる人に
「環境大善株式会社はどのような会社なのか、どんな想いでこの商品を製造しているのか」
が伝わるデザインにして、「善玉活性水」を社会に広めていきたい、と考えました。
まずは同社の従業員と会社の理念や方向性に対する意識を共有することから始めました。
「地球の健康を見つめる」というコーポレート・スローガンを掲げ、シンボルマークを定め、
社名も変更しました。従業員に自信と誇りをもって働いてもらえるよう、デザインの力を
活用してきました。「デザイン変更前は、消臭効果という機能的な価値に着目して購入し
てくれる人が多かったが、変更後は環境大善株式会社の想いという情緒的価値に共感して
くれる人が増えた。機能的価値と情緒的価値のバランスが取れてきたと思う」といいます。
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同社は災害支援にも積極的に携わっています。東日本大震災時には、日本赤十字社からの
依頼で『きえ～る』を寄贈し、仮設トイレや排水、生ゴミの消臭に貢献しました。熊本地
震の被災地にも寄贈し、被災地の臭い問題の解決に貢献してます。
「今後は研究・開発型の企業として、未利用バイオマスである牛の尿を有効活用できるよ
う研究・開発し世界に広めていきたい」と窪之内社長。土壌改良や環境保全など大学や企
業と連携して様々な研究をしており、「まだやれることはたくさん残っている。それを探
すのが自分の仕事」と熱を込めて語ります。同社の「地球の健康を見つめる」取り組みはこ
れからも続いていきます。

海外向け商品を梱包する工場長 経営理念を共有する従業員たち
 

４．会社概要
（１）  企業名：環境大善株式会社
（２）  代表者：窪之内　誠
（３）  創業年月：2006年2月
（４）  資本金：10百万円
（５）  従業員数：19人
（６）  事業概要：  環境微生物群を発酵培養した「善玉活性水」の消臭力・土壌改良などの効

果に着目した商品開発、販売、製造など
（７）  所在地：北海道北見市端野町三区438-7
（８）  URL：https://kankyo-daizen.jp/

構成／湯山　惠美
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地元の食文化を次世代へ

事例2  株式会社かね久

株式会社かね久は、1945年創業のパン粉製造会社、金久商店からの事業承継で誕生しま
した。同店の経営者が他社で役員をしていた遠藤伸太郎氏に声をかけたのが始まりで、遠
藤氏はまず社員として金久商店に入社し、2014年に営業譲渡を受け代表取締役社長に就
任し、同社を設立したのです。

株式会社かね久　遠藤　伸太郎　代表取締役社長

１．地域の飲食店に不可欠な存在
主力事業は飲食店用のパン粉の製造販売で、業務用食料品の総合卸売、商品開発・販路開
拓・販売も手掛け、地域商社の役割を担っています。パン粉事業では、常時数十種類の生
パン粉と乾燥パン粉を取り扱い、顧客ニーズに応じたオリジナル生パン粉の製造も行って
おり、地域の飲食店には必要不可欠な存在です。オンラインやTVショッピングで牛タン
関連商品も通信販売し、牛タン切り落としや厚切り牛タンが人気を集めています。過去に
は、同社が開発した「金華さばの海鮮生ふりかけ」がJR東日本の運行する新幹線に連結さ
れる最上級グレードの車両・グランクラス車内で提供される軽食メニューに採用された実
績があり、中小機構とJRフーズが企画した「東北福興弁当」の具材にも使われました。
SDGsに対する同社の取り組みは幅広いものです。例えば、大豆を活用した新商品があり
ます。環境負荷が少ない植物性タンパク質の大豆を使って「牛たん＆大豆肉のひとくちス
テーキ」「牛カルビ＆大豆肉のひとくちステーキ」などを開発、牛が排出する温室効果ガス
「メタン」の削減に配慮しながら食資源不足の解決を目指す一方、植物性タンパク資源普
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及の課題になっている「おいしさ」も実現しました。この取り組みはSDGs目標の「2.飢餓
をゼロに」「3.すべての人に健康と福祉を」「13.気候変動に具体的な対策を」に繋がってい
ます。
社内外に製造ノウハウを伝える「パン粉マイスター制度」もあります。高品質のパン粉製
造技術を社内や提供店に維持してもらうため、パン粉に対する知識や技術に応じて「免許
皆伝」「ブラックベルト（黒帯）」など5段階のランクを設け、称号を授与します。「免許皆伝」
は前身の金久商店時代から勤務している70代の社員で、長年の経験で培った技術を後進
に伝授しています。他にも宮城大学と連携し、専門知識や技術を活用した新商品の開発も
進めており、これら食を通じた人材育成や食文化の次世代への継承は「4.質の高い教育を
みんなに」にあてはまります。

かね久パン粉マイスター制度

ひきたて生パン粉
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２．企業連携で商品開発
「パートナー企業との連携」も見逃せません。東日本大震災翌年の2012年、金久商店の社
員だった遠藤氏は、震災や原発事故の風評被害で苦しむパートナー企業とともに一般社団
法人「食のみやぎ応援団」を設立し、販路拡大を目指しました。応援団の企業連携で様々
な商品・サービスを生み出し、東京電力の社員食堂の食材として石巻のわかめが採用され
るなどの成果を上げています。
近年は加工時に出る食品ロスを活用した商品開発にも着手しています。代表的なのは「牛
たんデミグラスソース煮込み缶詰」でしょう。宮城名物「牛たん」のうち、ロスになること
が多いタン先やタン元を使って煮込んだソースで、2021年10月現在16万缶を売り上げ
る人気を誇ります。

人気商品「牛タンデミグラスソース煮込み缶詰」

1日目に地元ワイナリーや閉館後の夜の水族館を、2日目は食を扱うライフスタイルショッ
プや水産加工会社を回る「サステナブルツーリズム」のモニターツアーも実施しました。
ワイナリーで宮城の食材を使ったランチを堪能し、水族館で食品加工時に出る食品ロスを
餌として活用していることを学び、ライフスタイルショップで規格外野菜や大豆肉を使っ
たサステナブル弁当を食べながらアップサイクルをクイズ形式で学習、さらに水産加工会
社ではノンフローズンのサバ缶を試食するツアーで、好評を集めました。
これらの取り組みは「12.つくる責任、つかう責任」を果たしており、企業連携活動で地域
への経済効果や雇用を生み出すことは「17.パートナーシップで目標を達成しよう」に結び
ついています。

３．食材王国で100年続く事業を
東日本大震災から10年の節目である2021年1月には、同社が発起人になって宮城県内の
中小食品製造販売23社で「食のみやぎ応援団SDGs宣言」を発表しました。宣言は「支援
いただいた全国・全世界の皆様への恩返し」、「住み続けられる環境」「事業を継続するため
の資源」「笑顔あふれる地域」を残すために何をするべきかを改めて考え直し、「売り手・買
い手・世間」の３方良しに「未来」を加えた4方良しとし、食文化を次世代へ承継し、食材
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王国みやぎで100年続く事業を目指すとしています。
遠藤氏は「パートナー企業がそれぞれの強みを出し、補い、発信していけば良いものがで
きる」と、「17.パートナーとの連携」の重要性を強調します。今後は、思いを同じにするパー
トナー企業をさらに増やし、新たな商品開発やサステナブルツーリズム、食の伝統や文化
を考えるガストロノミ展開などで、2030年に100億円の経済効果を生み出したいと考え
ています。「いま人気の商品は、商品売り上げや仕入などを含めると地元に約１億円の経
済効果を生み出している。同じようなヒット商品を100個開発できれば100億円も夢では
ない」と前向きです。

遠藤氏はまた「事業承継もSDGsだ」と話します。同社が地域の飲食店に必要不可欠なパ
ン粉の事業を引継ぎ、前身の会社の社員も働き続けていることは、まさに「持続可能」の
体現といえるでしょう。地元・宮城の食を守り、伝え、パートナーを増やして活動する同
社の取り組みは、全てがSDGsの掲げるゴールに繋がっています。

４．会社概要
（１）  企業名：株式会社かね久
（２）  代表者：遠藤　伸太郎
（３）  創業年月：2014年2月
（４）  資本金：10百万円
（５）  従業員数：7名
（６）  事業概要： 挽きたて生パン粉「仙台パン粉食堂」、地域商社、業務用食料品卸売業、

商品開発設計、新商品開発監修、新商品企画、各種イベント企画監修、
開業支援、農水産物原料販売、サプリメント原料販売など

（７）  所在地：宮城県仙台市若林区卸町2丁目6-4 Kanekyuビル
（８）  URL：https://kanekyu-panko.com/index.html

構成／髙野　綾
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会社は人なり、人づくりに貢献する

事例3  株式会社山岸製作所

群馬県高崎市の株式会社山岸製作所は、高い技術力を持つ精密機械部品メーカーです。
1962年に山岸鍋夫氏（現会長）が創業し、現在は2代目として山岸良一氏が社長を務めて
いますが、社長を含む兄弟3人の経営陣を中心に、社員一丸となって成長してきました。
同社が経営理念にもとづいて続けてきた人材育成の取り組みがSDGsに繋がっています。　

同社外観

１．薄肉切削で北関東一の技術力
同社は自動車部品や半導体製造装置部品を製造しており、量産のほか部品の試作開発など
多品種少量生産にも対応しています。徹底した品質管理と納期管理を行い、取引先からも
高い信頼を集めています。
得意分野は、薄肉切削（旋盤）加工です。高精度を保ちながら極限まで薄く削り込む加工
のことで、自動車向け軽量部品や産業設備向け部品などで求められます。5ミリ以下の板
厚・肉厚の切削（旋盤）加工では強度が弱くなってしまうし、薄くするためにプレス・絞
りなどの加工を施すと変形して精度が出ません。精度を保ちながら5ミリ以下を実現する
同社の技術は、2012年度群馬県優良企業表彰（モノづくり部門）大賞をはじめ、数々の賞
を受賞。北関東随一の技術力を誇っています。
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同社が誇る薄肉切削加工部品

２．経営理念がSDGsにつながる
そんな山岸製作所がSDGsを意識するようになったのは、ごく最近のことです。2021年1
月から3月まで群馬県が実施した「ぐんまSDGsコーチングプログラム」に参加したことが
きっかけでした。
同プログラムの参加者は県内企業10社。参加者はワークショップなどでSDGsについて
の理解を深め、SDGs達成に向けた経営方針を策定し、最後に発表しました。山岸製作所
は若手社員2人をSDGs事務局員として任命し、「SDGs達成に向けた宣言書」を作成しま
した。宣言書は、SDGs達成に向けた重点的な取り組みとして「環境負荷の低減」「ソリュー
ション事業拡大」「社員がいきいきと働ける会社」を掲げ、目指すべきビジネスモデルとし
て「働きやすい職場づくり」「地域と共に歩む会社」「教育を掲げて生涯学習する会社」を挙
げています。
とはいえSDGs目標達成のために、何か新しい活動目標を作成したのではありません。社
内で長い間取り組んできたことをまとめたものが宣言書になりました。同社は経営理念で
「ものづくりと人づくりにこだわり、社会に貢献する」ことを標榜し、これに従って人材
育成に力を入れてきました。それが宣言書の重点的取り組みの一つ「社員がいきいきと働
ける会社」となり、SDGsの17目標のうち「４．質の高い教育をみんなに」「８．働きがい
も経済成長も」に繋がっているのです。

３．毎週金曜、半年間の研修制度
社員を大切にし、社員と共に学びながら成長していきたいとする経営理念にもとづく取り
組みの好例は「ヤマギシテクニカルセンター」でしょう。主に新入社員対象の研修制度で、
毎週金曜日に丸一日を費やし、半年間の研修を実施します。社会人としてのマナーから、
図面の読み方、機械の操作方法、計画・実行・評価・改善までのPDCAの回し方まで幅広
い内容で、テキストを社内で作成し、キャリアコンサルタントの資格を取得した社長をは
じめ、社員が講師を務めています。
2008年秋、リーマンショックで会社の売り上げが大きく落ち込むなか、山岸社長は「厳し
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い状況だが、大切な社員のリストラはしたくない」と強く思いました。国の雇用調整助成
金を申請し、経費削減に徹底的に取り組む一方、業務量減少で空いてしまった時間を様々
な研修に費やしました。「次の成長に備え、従業員に勉強してもらおう」と考えたからです。
研修テーマを社員からのアンケートで決めるなど、社員が意欲を持って研修に取り組める
よう工夫しました。その結果、現場従業員の多能工化が進み、パート従業員が今まで使え
なかった機械を使えるようになりました。「ヤマギシテクニカルセンター」は、こうした
経験をもとに2010年5月に開設されたのです。

山岸社長による講義風景

社員による技術指導
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４．地域と共に成長を
「企業は人なり」「会社の成長は人の成長」と考える山岸社
長の視野は、同社内だけに留まりません。
ヤマギシテクニカルセンターでの研修は開設当初、自社
社員と、つきあいのある会社の従業員が対象でしたが、
社員を毎週、丸々一日分を研修に出すのは難しいという
事情から他社からの受講生は次第に減り、近年は自社の
新入社員のみとなっていました。しかし、同センターは
中小企業として唯一、群馬県の職業訓練校に認定されて
もいます。山岸社長は「今後はまた他企業からの受講生
受入を進めていきたい」と話します。
一方、地域の若手経営者の育成にも力を注いでいます。
21年秋から、新たに地元企業を対象とした「経営塾」を
スタートしました。スタート時点で17社の地域の若手経
営者や次世代経営陣を対象に、経営者として必要な考え
方や身につけるべき知識、部下のマネジメントなどを、
山岸社長をはじめとする山岸製作所の経営陣が講義しています。
父が創業した企業を兄弟で引継ぎ、リーマンショックや米中貿易摩擦、コロナ感染症など
厳しい局面を何度も乗り越え、子息を中心とした次世代に引き継ぐ準備を着々と進めてい
る山岸社長。その実体験や苦労話などを学ぶことは、地域で次世代を担う人たちにとって
有意義な経験になるでしょう。「自社だけでなく、地域全体が“Sustainable”であるよう、
地域と共に成長していきたい」と山岸社長は力強く語っています。

５．会社概要
（１）  企業名：株式会社山岸製作所
（２）  代表者：山岸　良一 
（３）  創業年月：1962年10月
（４）  資本金：30百万円
（５）  従業員数：120名
（６）  事業概要： 金属加工業、精密機械加工業、CNC旋盤・マシニングセンター ･ 

複合加工機を用いての金属機械加工業
（７）  所在地：群馬県高崎市浜川町590－23　浜川工業団地内
（８）  URL：https://www.yamagishi-ss.com

構成／長坂　祥子

同社工場内で山岸良一社長
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事例4  株式会社マルワ

株式会社マルワは、20年ほど前から環
境負荷低減の取り組みを続けている印
刷会社です。温暖化や生物多様性への
配慮や、廃棄物や資材の管理、さらに
は地域活動や緑化など、その活動は多
岐にわたります。SDGsの活動を社内
で進め、取り組みを社外へ発信するこ
とで、地域に愛される企業として進化
を続けています。

１．「発想から発送まで」が強み
業務では「スピーディーかつ柔軟な
サービス」を心がけています。顧客は
名古屋市や近隣市町村の企業から教育
機関、官公庁まで幅広いのですが、打
ち合わせからデザイン作成、印刷・加
工、発送代行までをワンストップで行っています。中小企業ならではのフットワークで「発
想から発送まで」を提供できるのが強みです。
印刷物は、配色、文字の大きさや形、レイアウトなどに配慮して、色覚特性者、高齢者、
子ども、外国人など「すべての人に伝わりやすいデザインの作成」としてメディア・ユニ
バーサルデザイン(MUD)に力を入れています。従業員30人のうち、2人がMUDディレ
クターの資格を、21人がMUDアドバイザー資格を取得していて、プロならではの提案を
しています。
地域の中高生・大学生の職場体験やインターンシップを実施、企業、行政機関、学校など
からの会社見学も積極的に受け入れ、地域とのつながりを重視しているのも特長です。

「SDGsは社長率先で取り組む」と鳥原久資社長

SDGs活動発信で地域に貢献
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社内は外部の見学者を意識して整備されている

２．これからは環境の時代
同社はいちはやく環境問題に取り組みました。きっかけは、2005年に地元、愛知県で開
催された「愛・地球博（日本国際博覧会）」でした。先代の父から事業承継し、「印刷会社は
印刷ができて当たり前。印刷のほかにマルワが尖るためには何があるだろう」と考えてい
た鳥原久資社長は、万博が環境博に決まっていく過程を目の当たりにし、「これからは環
境の時代だ」と気がついたのです。
2002年に取得済みだったISO14001（環境マネジメントシステム）認証の規定に従い、環
境配慮への取り組みを強化。2006年には環境に配慮した印刷物であることを示すGPマー
クを取得、印刷資材には森林認証制度（FSC）の認証紙や植物由来インキなど環境に配慮
した資材を採用しています。また2019年に環境省が進める中小企業版SBT・再エネ
100％にも参加。2021年8月より調達電力を再生可能エネルギーにし、「ノーカーボンプ
リント」を実現しました。
一方、実を収穫した後は焼却さ
れてしまうザンビア産のバナナ
の茎を材料に、茎を細かく裂い
て乾燥させ、越前和紙の製法で
紙にした「バナナペーパー (ワン
プラネットペーパー )」の活用も
取り組みのひとつです。鳥原社
長は「この紙が普及すれば、環境
問題だけではなく、産地の教育
や貧困、雇用問題など、SDGs
の17目標全てに関わることがで
きる」とみています。 バナナぺーパーを使ったカレンダー
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３．取り組みは社員全員で
11年前からISOを進める社内の仕組みづくりにも乗り出しました。当時、同社は品質・
環境・情報と3種類のISO認証を取得していましたが、鳥原社長は「社内体制を認証にか
なうよう維持管理するには、どうしても特定の社員に負荷がかかってしまう」と悩んでい
ました。そこで勉強会で知り合った会社のやり方にヒントを得て、「社員全員で関われば
できるかもしれない」と社内に品質・環境・情報・社員交流・広報の5つの委員会を設け、
全員でISO体制整備に取り組むことにしたのです。
ISO体制が整ってきた2019年には、世の中の注目を浴びてきたSDGsを念頭に「2030年
にどんな会社になっていたいか」を社員全員で話し合いました。その結果、従来の5委員
会を再編成し、MUDなど先進的な取り組みを進める「有名な会社になるための新事業実
行委員会」、より働きやすい職場をつくる「働きがいのある環境づくり実行委員会」、環境
に配慮した会社を目指す「環境負荷低減実行委員会」の3委員会と、取り組みを社外に発
信する「広報委員会」の4つの委員会が誕生しました。
全社員は4委員会のいずれかに所属、勤務時間中に時間をやりくりし、自身の所属する委
員会活動を推進しています。毎年9月には「委員会発表会」を開催して1年間の取り組みの
成果を発表するのです。
委員会や発表会を設けたことで、社員が「自分ごと」として環境問題に取り組む意識が醸
成されたようです。社内には「わが社はSDGsの取り組みを先駆けてやってきた」「発表会
には1年間の取り組みをより多くの方に知っていただきたいという思いで参加している」
「毎年発表会に来てくださる方もいらっしゃるので、去年よりも進化したところを見せた
い」など、前向きな声があふれていました。

20年、21年の委員会発表会はオンラインで実施した
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４．SDGsで地域貢献
SDGsに対する取り組みを社外に発信することで、新たなパートナーシップも生まれてき
ました。放課後の小学校施設を活用し、小学生が、学年の異なる友達と自由に遊んだり、
学んだりする名古屋市の「トワイライトスクール」には、同社が企画した「SDGsすごろく」
が配布されています。社員がデザイン・制作した『みんなで未来を考えよう。ころころと
んとん2030すごろく！』を展示会に出展したら、名古屋市の担当者の目に留まったのです。
このごろは「SDGsに会社としてどのように関われば良いか」「SDGsの取り組みを社内に
根付かせるにはどうすれば良いか」など、お客様から相談を受けることが多くなったため、
SDGsを活用した差別化やブランディングを支援する、コンサルティング事業にも着手し
ています。
SDGsの活動を発信し、地域に
貢献している同社は「人がつどい
社会に発信する会社」という経営
理念を体現しています。鳥原社
長は「創設以来、地元・名古屋で
印刷業として信用を得られたの
は、地域の皆様の協力があって
こそ。今後も地域重視・環境保
全・社会貢献を通して地域の発
展に尽くしていきたい」と話して
います。

５．会社概要
（１）  企業名：株式会社マルワ
（２）  代表者：鳥原　久資
（３）  創業：1958年6月
（４）  資本金：12百万円
（５）  従業員数：30人（2020年8月現在）
（６）  事業概要：総合印刷関連、販促企画関連、マルチメディア関連等
（７）  所在地：愛知県名古屋市天白区平針４丁目211番地
（８）  URL：http://www.maruwanet.co.jp/

構成／松原　史恵

SDGsすごろく
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間伐材を使用した若狭塗箸でCO₂削減に取り組む
「スタイル・オブ・ジャパン株式会社」

事例5  スタイル・オブ・ジャパン株式会社

塗り箸の生産量で全国の80％以上のシェアを誇
る福井県小浜市。同市の伝統産業である「若狭
塗箸」は、貝殻や金銀箔を漆で何度も重ねて塗っ
たあと、美しい紋様を研ぎ出すもので、若狭湾
の海底の美しさを表現しているともいわれてい
ます。その「箸のまち」で若狭塗箸の企画・開発
などを手掛けるスタイル・オブ・ジャパン株式
会社は、地元・福井県産の間伐材を使用するこ
とでCO₂削減への取り組みを進めています。

１．環境負荷が大きい輸入材から
「Pure Japan Made」へ

同社の代表取締役で創業者の大森一生氏は
元々、「日本のHASHIを世界に伝える」との想い
を抱き、米ニューヨークで起業しました。その
後、故郷である小浜市でスタイル・オブ・ジャ
パンを設立したのです。以来、「身近な暮らしの
なかから生まれる美しいデザイン」を目指し、
独自企画の箸商品を開発し、地域内の塗り箸製
造工場や職人工房に製造を委託しています。
ビジネスを進めるなかで大森氏はいくつかの問題意識を抱いていました。ひとつは原材料
である輸入木材について。日本で流通している大部分の箸は、海外からの輸入木材で製造
されていますが、その流通経路は明らかではなく、乱伐採された輸入木材を利用している
ものが少なくありません。加えて、輸送に石油エネルギーが必要となることもあり、二重
の面で環境への負荷が大きくなっているのです。
そんな折、取引先である大手小売企業から、訪日外国人を含め、良質な日本製を求める中

SDGsへの取り組みを進める
スタイル・オブ・ジャパンの大森氏
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間層向けに純国産の塗り箸ができないかとの打診がありました。大森氏は、外部デザイナー
や協力工場を交えて検討した結果、世界で最も品質が高く多様な表現方法を有するといっ
た若狭塗箸の特徴を生かし、類似する従来製品とは異なり、地元の杉の間伐材を原材料に
した「Pure Japan Made（純国産）」の塗り箸の開発に着手することとなったのです。

２．間伐はCO₂排出量の削減に有効な手段
間伐材に注目したのは環境にやさしいという点からです。間伐材は、森林の成長過程で密
集化する立木を間引く際に発生するものですが、一部の樹木を伐採することから、ややも
すると環境破壊につながる行為との誤解を招きかねません。実際には、間伐は、木々が密
集して枝葉が重なり、互いの成長を阻害してしまうことを防ぐためのものであり、新しい
樹木の成長にとって必要不可欠な行為です。また、樹木は樹齢40年程度を境に吸収する
CO₂の量が少なくなります。「樹木を適切に選定したうえでの間伐はCO₂排出量の削減に
有効な手段」（大森氏）というのです。
こうしたなか2015年にSDGsが採択されると、大森氏はその理念に強く共感するとともに、
自社の行っている事業の方向性に非常に近いものだと捉え、環境負荷の少ない「Pure 
Japan Made」というコンセプトを明確なものとしました。同社は現在、地元の森林組合
などと連携し、福井県内で一貫生産できる体制を構築しています。また、中小機構の支援

地元間伐材を利用した箸
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を受け、2017年には地域資源活用事業の認定を取得しました。
こうして誕生した商品は、「福井県産杉を利用した箸」として高い評価を受けました。とく
に、買い物の際にできるだけ環境に配慮した製品を選ぶことを意識する「グリーンコン
シューマー」と呼ばれる一部の消費者からは、「間伐材を利用した箸」として注目されまし
た。さらに、毎年ドイツで開催される世界最大の日用品見本市「アンビエンテ」では、
2019年にテーブルウェア部門で審査員投票1位を獲得しました。

展示会にて高い評価を得た箸

３．カーボンニュートラルを超えカーボンポジティブ社会へ
SDGsの理念にマッチした同社の商品は、このように国内外で注目されています。しかし
大森氏は、必ずしもSDGsだけがビジネス成功のポイントではないと強調します。「昨今
のSDGsへの意識の高まりや気運の醸成の結果として、当社の商品を知る人が増えました
が、当社の取り組みがSDGsに通ずるものであるとの認識が関係者から得られたのはごく
最近のこと。良いものを作ったうえで、消費者のニーズに合わせた商品の訴求が重要なの
です」と大森氏は話しています。
また、よく耳にする「環境にやさしい」とのフレーズにも注意を喚起します。「ただ『環境
にやさしい』とだけ言うと、焦点がぼやけてしまうため、より明確な定義が必要です」（大
森氏）として、同社では「CO₂排出量を減らす」というポイントにフォーカスしています。
森林の成長に必要な間伐から出てくる材料を使用することは、まさにCO₂の排出量削減に
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つながります。大森氏は、間伐材の利用をさらに推し進める考えで、それにより、国が
2050年の実現を目指しているカーボンニュートラルにとどまらず、さらに一歩進んで、
CO₂排出量より吸収量が多くなる「カーボンポジティブ社会」の実現を目指したいという
のです。

４．地元の伝統工芸を持続可能なものにするため挑戦
大森氏の問題意識は、海外製品との価格競争や後継者不足・人材不足といった箸製造業界
の課題にも及んでいます。国内の産地は疲弊し、生産基盤の脆弱化が進行。廃業も相次ぎ、
品質の低下を招きかねない状況にもなっているのです。とくに深刻な課題と捉えているの
が人材不足です。林業や箸づくりに携わる人材は高齢化が進む一方で、若手職人は少ない
まま。そのため、技能の承継がうまく進まず、このままでは、地元の伝統工芸である「若
狭塗」の技術や森林の維持・保全のノウハウは受け継がれることなく、途絶えかねません。
そこで同社は現在、職人の育成や森林の管理などに取り組んでいこうと、業界の事業構造
の変換に挑戦しています。一人でも多くの消費者に間伐材利用の必要性を訴えるとともに、
地元の伝統工芸を持続可能なものとするため、製造・流通の領域だけではなく、人手不足
や技術の承継など、多くの関係者が抱える問題に今後も挑戦していく構えです。

５．会社概要
（１）  企業名：スタイル・オブ・ジャパン株式会社
（２）  代表者：大森　一生
（３）  創業：2003年2月
（４）  資本金：600万円
（５）  従業員数：4人
（６）  事業概要：「若狭塗箸」の企画・開発・製造・販売・卸
（７）  所在地：福井県小浜市木崎32-10-8 TSUJIDOHAUS
（８）  URL：https://www.soj-inc.jp/

構成／氏家　永史
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父娘で作るアクリル板
～社長のアイディアから生まれたSDGs～

事例6  株式会社 Paddy Field

１．「魔法のジョイント技術」で新しいアクリル接合を実現したPaddy Field

２．株式会社Paddy FieldのSDGsへの貢献
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３．今後のSDGsへの取り組みの展望
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４．会社概要
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事業承継を経て、持続可能な組織づくりへ
～丹波の町から最先端を目指して～

事例7  谷水加工板工業株式会社

１．「断熱と防音で”あなたらしい住環境”を創造する」谷水加工板工業

２．SDGsに関わる取り組みや支援内容
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３．今後の展望と期待

４．会社概要
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できることから未来に繋ぐ
～『愛情品質』をSDGsに～

事例8  株式会社セイバン

１．『天使のはねランドセル』のあのセイバン

２．SDGs取り組みの歩み
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３．株式会社セイバンの今後の展望
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４．会社概要

60



探してみよう！会社の中のSDGs
～地元密着企業の取り組み～

事例9  株式会社野田商店

１．終戦直後から和歌山の『食』を支え続ける野田商店
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２．SDGsに関わる取り組みの内容

62



63



３．今後のSDGsへの取り組みの展望

４．会社概要
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和菓子づくりで社会課題の解決に貢献
～経営改善の中に見つけるSDGs～

事例10  株式会社富田屋

１．「皆様の笑顔を、応援したい。」和菓子づくりの富田屋

２．食品廃棄物の削減からはじまるSDGs
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３．職場風土改善でさらなるSDGs貢献

４．今後の展望とSDGs経営について
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５．会社概要
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身近な取り組みの積み重ねで進化する老舗のDNA
~SDGsが世界へ広げる協力の輪~

事例11  和田八蒲鉾製造株式会社

１．魚本来の持ち味にこだわった和田八蒲鉾製造㈱の「水産練り物」づくり

２．SDGsに関わる取り組みや支援の内容
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３．今後のSDGsへの取り組みの展望
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４．会社概要
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土に返る素材のスニーカーで循環型消費の在り方を発信

事例12  株式会社スピングルカンパニー

株式会社スピングルカンパ
ニーは、広島県府中市を拠
点としてレザースニーカー
の企画・製造・販売を手掛
けています。同市を含めた
備後地区は職人気質にあふ
れる地域であり、そこで
1997年に創業した同社は、
究極の履き心地を追求した
末に、国内外で高い評価を
得 て い る ブ ラ ン ド
「SPINGLE MOVE（スピン
グルムーヴ）」を世に送り
出しました。SDGsに関し
ては、廃棄後に土に返る素
材だけを使った「サスティ
ナブルなスニーカー」を販
売し、循環型消費社会に提
案する製品として位置付け
ています。

１．素材と製法へのこだわ
りで高いクオリティー

商品の特色は素材や製法へ
のこだわり。スニーカーで
はあまり使用しない多種多
様な革を使い、それぞれの革の持つ素材感を活かすことで、さまざまな表情の靴を生み出
すことに挑戦しています。同社のスニーカーは、足の甲部分のアッパー素材に牛やカンガ
ルーなどのレザーを、靴底のソールに天然ゴムをそれぞれ使用しています。上下別々の素

SPINGLE MOVE（スピングルムーヴ）
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材をしっかりと繋げるために
「バルカナイズ製法」を駆使。こ
れは、硫黄を加えたゴム底と靴
本体とを接着し、 に入れて熱
と圧力をかける製法で、1839
年にアメリカで発明されたス
ニーカーの基本製法です。
100℃以上の で１時間加熱し
た後、アッパーを巻き込んでそ
り上がる独特のデザインが誕生
します。見た目だけでなく、底
とアッパーの結合が強く、底が
剥がれにくい、型崩れしにくい、
歩きやすい、といった機能性も
兼ね備えています。
バルカナイズ製法は基本的に手
作業なので、想像以上に労力と
手間がかかります。そのため、
日本で現在ファッションスニー
カーとしてバルカナイズ製法を
行っている会社は、同社を含め
て数社のみと言われています。
同社は今後もこの製法を守り続
け、クオリティーの高さを世に
伝え続けていく考えです。
 
２． パリコレなどヨーロッパで
注目された高価格商品

また、より差別化を図るために
同社は、レザースニーカー本体
に上質な革を使用することにし
ました。当時は低価格シューズ
が続々と登場し、量販店の価格
競争は激化。流通が大きく変
わっていくなか、メーカーとし
て勝ち残っていくためには自社
製品のブランディングが不可欠

天然ゴムの原材料からソール部分を抜き取り、残った天然ゴム
を再利用し再度ソールを抽出

100℃以上の で１時間以上加熱した後に、形を安定させるた
めにスニーカーを引き出し、扇風機で冷ます

手作業によりアッパーと靴底をしっかりつなげ、ソールをはが
れにくくしている
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と判断し、試行錯誤の末、2002年にスピングルムーヴのファーストモデル「SPM-101」
が誕生しました。
価格は1万2800円。無名ブランドのスニーカーにしては高価なうえ、巻き上げ底の独特
なデザインもあって、市場の評価は分かれました。その後、地道な営業活動の傍ら、ダブ
ルネーム（大手企業を中心とした販売力を持つ企業のブランド名称に、製造力に強みを持
つ中小企業のブランド名称を併記するコラボ）のOEMにも注力した結果、「コムデギャル
ソン」「ヨウジヤマモト」などの有名ブランドから引き合いが次第に舞い込むようになりま
した。そして技術力や品質の高さが海外で注目され、2004年にはパリコレクションやミ
ラノコレクションにも登場。ヨーロッパで認められたことで、国内でも取り扱われるよう
になったのです。

３．SDGsへの取り組みは難しい特別なことではない
このパリコレなどへの出品は、同社がSDGsに取り組む転機ともなりました。パリコレを
機にヨーロッパ各地に販路を広げていくなかで、行く先々でSDGsへの取り組み状況や皮
革の調達方法と動物愛護との関連について聞かれることが多くなったそうです。日本では
業界としての取り組みがまだ進んでいなかったのに対し、SDGsはすでに世界的な時流で
あると悟ったのです。
その後、同社は、自社の業務（製品企画・仕入・製造・販売・修理）をひとつひとつ洗い
出して整理することで、何が問題であり、何を優先して取り組むべきかを明確にしていき
ました。その過程で気づいたことは、「SDGsへの取り組みは何か難しい特別なことをや
るのではない」（代表取締役社長・内田貴久氏）ということでした。同社は元々、廃棄がな
い天然ゴムを原材料として利用していましたが、これはSDGsを意図して行ったわけでは
ありません。当初は、SDGsのために何をどうすればいいのか、暗中模索の状態でしたが、
これまでの企業活動の中に、すでにSDGsの趣旨に沿うことを見いだせたのです。
そうしたなかで誕生したのが「サスティナブルなスニーカー」です。皮革や天然ゴムなど
の天然素材を使用しているだけではなく、革の調達やなめし方法にまでこだわっています。
アッパーには、獣害として駆除せざるを得なくなったエゾシカの皮を使用して植物由来の
なめしで革にして染色し、ソールを接合する部材は牛のベロア革で、有害物質を出さない
なめしとしています。さらに、ライニング（裏材）とインソールは通気性の良い豚革、靴
ひもは牛革、ソールは天然ゴムを100％使用しています。このように、廃棄後にはすべて
土に返る素材だけを使ったレザースニーカーとなっているのです。循環型消費社会に提案
する製品として位置付けられており、内田氏は「メーカーとして良いものづくりを提案す
るにとどまらず、循環型消費の在り方を発信し、消費者との対話を試みたい」と話してい
ます。
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４．プロジェクトチームなどグループ3社での取り組みも
SDGsへの取り組みは、現状では一部の従業員で行っているにすぎませんが、将来的には
親会社である株式会社ニチマンを含めたグループ3社全体で取り込むべき課題だと内田氏
は考えています。その際のポイントは、SDGsに関する共通認識と意義を従業員全員に理
解させること。たとえば、社内報で「スニーカーの修理は、モノを大切に長く使用するこ
とに繋がるのでSDGsの趣旨に合致すること」と伝えたうえで、修理による顧客の喜びの
声を掲載して従業員の認識を高めていくなどです。このほか、社内研修会で従業員に
SDGs関係の動画を見てもらうことを予定しています。
今後は、SDGsの全体概念と自社との関係・位置付けを明確にして分かりやすく伝えると
ともに、これまでやってきたこと、今やっていることを整理し、これまでの成果を取りま
とめたうえで、これから優先して取り組むべきテーマを定めることとしています。また、
グループ3社でプロジェクトチームを作って年1回、発表会を行うことを予定しています。
時間を要しますが、地道な取り組みを進めていく考えです。

株式会社スピングルカンパニー　代表取締役社長　内田　貴久　氏
 
５．会社概要
（１）  企業名：株式会社スピングルカンパニー
（２）  代表者：内田　貴久
（３）  創業年月：1997年4月
（４）  資本金：20百万円
（５）  従業員数：90名
（６）  事業概要：レザースニーカーの企画・製造・販売
（７）  所在地：広島県府中市府中町74-1
（８）  URL：https://www.spingle.jp/

構成／下縄　隆
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わかめで日本の未来を切り拓く

事例13  有限会社うずしお食品

徳島県の北東部、鳴門市を拠点とする、うずしお食品は、世界最大級の渦潮がある鳴門海
峡で育った「鳴門わかめ」の加工販売会社です。鳴門わかめは、全国3位の生産量を誇る
徳島県ブランドで、元来より地元民に愛されてきました。同社は、江戸時代より続く鳴門
わかめの伝統を守り、わかめ業界全体のため、果敢にSDGsの取り組みを行っています。

鳴門わかめ

１．歴史ある鳴門わかめの可能性を追求
同社は、1977年の創業以降、歴史ある鳴門わかめの加工にこだわり、湯通し塩蔵わかめ
や生わかめなど多彩な商品を生み出してきました。地元・鳴門市が2014年度に始めた「徳
島県鳴門わかめ認証制度」では、第1号認定事業者となり、安心・安全なわかめを通して、
徳島県の水産業界を牽引しています。とくに、冷凍わかめは、地球温暖化による生産量の
減少が進むなか、わかめ市場の維持や安定した歩留まりを上げる秘策として10年以上も
前から開発を進めてきたもの。昨年ようやく商品化にこぎつけた冷凍わかめは、市場全体
を活性化させるものとして、各メディアからも注目されています。
このように同社がわかめの可能性を追い求めてきた背景には、取締役社長である後藤弘樹
氏の「もったいない」という想いがあります。後藤氏は「日本の現状を変える必要がある。
自給率が低く、ほとんど輸入品に頼っている今の状態では、この先10年はもたないだろう。
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スーパー、コンビニで手軽に
食料を買うことができるがゆ
えに、この危機感に日本人は
気づいていない」と指摘しま
す。すでにアメリカでは、30
年以上も前から資源ごみの分
別やリサイクルを行ってきて
いるのに対し、日本はいまだ
にごみの削減や埋め立てなど
解決すべき問題を数多く抱え
ているのが実状です。
こうした「フードロスをなく
したい」という後藤氏の想い
は、2021年10月に発売を開
始した「鳴門わかめのからだ
にやさしい塩」によって形と
して実現しました。わかめを
商品化する際に廃棄されてし
まうわかめの根っこの部分を
パウダー状に加工すること
で、環境にも健康にもやさし
い新商品を開発したもので、
いわば後藤氏の想いが日本全
国の食卓に届けられているの
です。

収穫・加工の様子

有限会社うずしお食品　代表取締役社長　後藤弘樹氏
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さらに後藤氏は「鳴門市や徳島県だけでは限界がある。四国が一丸となって日本を支えた
い」との想いを発信。すると四国全体で共感を呼び、四国を盛り上げたいとする顔ぶれが
集結しました。香川県高松市の製麺所は粉末加工した鳴門わかめを練りこんだ「わかめ細
うどん」を製造し、高知県高知市のベーカリーショップでは鳴門わかめを生地に使用した
パンを考案、愛媛県宇和島市の練り物屋では鳴門わかめとじゃこ天をコラボした商品を販
売しています。この「チーム四国」の動きは海を越え、今では、広島県内の洋菓子店のプ
リンとのコラボや岐阜県内の和菓子屋のあられとのコラボに向けて進み出しています。さ
らに、わかめの生産量トップを誇る三陸地域へも同社のスタイルを展開していくことを視
野に入れています。

２．「陸から海へ、海から陸へ」の循環を構築
SDGsが叫ばれるようになる30年以上前から日本の将来を見据え、画期的な新商品の開発、
環境に配慮した取り組みに着手してきた後藤氏が次に構想するのが、畜産や農業、林業、
漁業が一体となった取り組みです。それは、陸から海へ、海から陸への循環を構築するこ
と。後藤氏は「人間が廃棄してしまう、もったいない部分を動物に活用できるのではない
か。海に直接栄養を与えることも大切だが、畜産や農業、林業を通して、栄養のある水を
海に流してもらうことが大切」と訴えます。
同社は、徳島県内の養豚場の協力のもと、廃棄されてしまうわかめを家畜の飼料として活
用するプロジェクトを開始しました。生わかめの端材を粉砕機で粉々にしたものを配合し
て作った「特別な飼料」を家畜に与えることで、従来与えていた飼料より効果があるなど
の検証を進めています。検証の結果によっては、家畜に与える影響だけでなく肥料への活
用など、中長期的な取り組みにつながる可能性もあり、様々な分野での活用が期待される
と思います。
後藤氏は、「世界に先駆けて日本発信型をつくっていきたい。日本には無駄にしているも
のがまだまだいっぱいある」と指摘します。海外では侵略的外来種ワースト100に選出さ
れているわかめですが、今後の食糧難に向けて、わかめが食糧危機を救う資源として活用
されることを望んでいます。
実際、国連食糧農業機関（FAO）の研究では、今後の食糧危機を救う手立てとして海藻食
が挙げられています。加えて、光合成でCO2を吸収する海藻類を含めた海洋生態系が地
球温暖化の緩和に大きな役割を果たせる、ということを明らかにしています。世界中で海
藻を捕食するようになれば、海藻類であるわかめや昆布の養殖が進み、食糧危機から脱却
するだけでなく、CO2の吸収を19％も向上するというのです。「未来食」としてわかめが
持つ可能性は今後さらに広がっていくことでしょう。
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３．本当の意味での持続可能性を進めたい
わかめ業界を盛り上げていくうえで避けて
通ることはできない問題は、水産業界全体
が直面している後継者不足です。後藤氏も
「江戸時代より続く鳴門わかめの伝統を守
るべく、後継者を育てていきたい」との強
い想いを抱いています。その一方で、後継
者がいれば持続可能性を達成できる、とは
考えていません。「後継者の数ではなく、
後継者の質が必要である。後継ぎがいても
魚が取れない、植物が育たない土壌では引
き継いでも意味はない」と後藤氏は訴えま
す。
「資源がない国だからこそ、本当の意味で
の持続可能性を進めていきたい」（後藤氏）
として、時代のはるか先を行く同社の取り
組みに時代が少しずつ追いついてきていま
す。同社は今後も果敢にSDGsに取り組む
姿勢です。

４．会社概要
（１）  企業名：有限会社うずしお食品
（２）  代表者：後藤　弘樹
（３）  創業年月：1977年
（４）  資本金：18百万円
（５）  従業員数：20名
（６）  事業概要：わかめの加工販売
（７）  所在地：徳島県鳴門市里浦町里浦字花面350-32
（８）  URL： https://uzushioshokuhin.co.jp/　

構成／河野　広夢

従業員の皆様と
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「三方良し」の精神で取引先、
そして社会全体の課題解決に取り組む

事例14  株式会社丸信

福岡県久留米市に本社工場
を置く株式会社丸信は、
シールやラベル、紙器など
の印刷加工、包装資材の製
造・販売に加え、販売プロ
モーションまでを提供する
総合パッケージングカンパ
ニーです。昨今、環境問題
と深い関わりのある包装資
材メーカーとして2020年
1月にSDGs宣言を行い、
積極的にSDGsへの取り組
みを実施するとともに、取
引先などへの啓蒙活動にも
取り組んでいます。

１．パッケージメーカーの枠を超え、取引先の業績向上に貢献する「お役立ち活動」
同社の企業理念のひとつは「三方良し」の精神。三方（同社、取引先、社会）の役に立つ経
営を目指そうというもので、この精神に基づき、取引先に対し、製品の包装資材だけでな
く、販売プロモーションまでワンストップで提供し、取引先の業績向上にも貢献していま
す。パッケージメーカーの枠を超えた、こうした取り組みは、とくに食品メーカーが多い
取引先の課題や問題を解決しようという数々の「お役立ち活動」事業として広がっていま
す。

SDGsへの取り組みを進める株式会社丸信代表取締役の平木洋二氏
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たとえば、食品OEMメー
カーと商品開発したい企業
とをつなぐプラットフォー
ムとして2021年2月に開
設した「食品開発OEM.jp」
では、企業間のマッチング
機会を提供するほか、商
品・サービス情報など食品
OEMに関わるさまざまな
情報を発信しています。ま
た、取引先の商品である九
州各地の絶品グルメを広く
アピールしようと、通販サ
イト「九州お取り寄せ本
舗」を楽天市場内と自店舗運営で相次いでオープンし、取引先の販路拡大をバックアップ
しています。このほか、専門スタッフ・有資格者によるHACCP取得支援や食品衛生パトロー
ルの実施、食品分析サービスなど幅広い分野で取引先の課題解決に向けたサービスメ
ニューを提供しています。
SDGsについても「自社だけで取り組み、自社内だけで広げていく活動ではない」（代表取
締役・平木洋二氏）として、取引先にも理解を深めてもらい、一緒になって取り組みを進
めていきたいと考えています。その一環として、独自にSDGsの考え方、取り組み方をガ
イドブックやパンフレットにまとめて取引先に配布。環境に配慮した包材がメーカーに求
められるなか、SDGsへの取り組みなどを理解してもらうことで、包材の環境配慮不足を
理由に取引を縮小されることがないよう啓蒙活動に力を入れています。

２．身近にある貧困問題から病児保育付き保育所を設置
同社は、2020年1月にSDGs宣言を行うとともに、SDGs特設ページを開設しました。そ
こでは17のゴール・169のターゲットの中から同社の事業領域における課題を抽出し、（1）
働きがいのある職場環境をめざす（2）地球環境に配慮した運営をめざす（3）多様な人材
の雇用と育成をめざす（4）会社の持続的な成長をめざす（5）飢餓や貧困ゼロをめざす―
との5つの目標を掲げています。
このうち職場環境については、宣言より前の2018年11月に企業主導型保育事業として丸
信インターナショナル保育園を開設しました。その名のとおり英語教育に力を入れていま
すが、もうひとつの特徴が病児保育です。同園の開設は、平木氏が久留米市内のNPO法
人からシングルマザーの貧困問題について話を聞いたことがきっかけでした。
独り親世帯の場合、子供が病気になったときには預け先がなく欠勤を余儀なくされます。
そして急な欠勤が避けられないとなると、親は非正規雇用を選択せざるを得ず、結果とし

同社が作成し、取引先への普及・啓蒙に活用しているSDGsガイドブック
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て十分な収入が得られません。こうした貧困問題が地元にも存在しており、さらには同社
にも病気で休んでいる子供の様子を見るため昼休みにいったん帰宅するシングルマザーの
従業員がいることを知りました。まさに身近な問題だと認識した平木氏は、「女性が安心
して社会で活躍できるように」との思いで、病児保育付きの保育園を設立するに至ったの
です。
同園では、従業員の子供だけでなく、地域の他の子供も受け入れています。さらに病児保
育については、日ごろ通っている園児以外でも利用できます。病児保育は費用面でも運営
面でも負担が大きいのですが、シングルマザーの問題を自社だけでなく地域全体の問題と
して捉え、独り親世帯でもできる限り収入を落とすことなく働き続けられるような環境の
整備に力を入れています。

丸信インターナショナル保育園の病児保育室。保育園とは入口から分かれており、感染などが広がらない
よう徹底されている

３．LED化・ハイブリッド化などでカーボンゼロをいち早く達成
地球環境への配慮では、とくにCO₂削減に力を入れています。電力消費の大きかった印刷
乾燥用のUVランプをLED化したり、社有車をハイブリッド化したりなど、消費電力の削
減に取り組んできました。2017年7月からは本社事業所で使用する電力を再生可能エネ
ルギーに切り替えていき、当初の予定より早い2021年8月に、本社事業所から排出され
るCO₂排出量が実質ゼロとなるカーボンゼロを達成しました。これに伴い「CO₂ゼロ印刷」
という独自マークを策定し、本社事業所内にある印刷工場で製造した製品に表示すること
が可能になりました。環境に優しい工場で製造した商品であることを示すもので、同社は
もちろん、同社のパッケージなどを使用する取引先も環境に配慮した企業であることを広
くPRすることができます。
また、本社工場がFSC認証工場となり、認証紙の使用を推奨しています。FSC認証制度は、
適正に管理された森林から産出した木材などに認証マークを付けることで持続可能な森林
の利用と保護を図ろうとする制度です。環境へ配慮した包材は現在、注目度が高いことか
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ら、同社の製品については既存の取引先以外からも問い合わせが増えています。製品だけ
でなく、本社工場内で発行する伝票、見積書、請求書などの書類も認証紙に切り替えてい
るほか、取引先にも推薦しています。
CO₂削減や森林資源の保護など環境への配慮は、自社だけでなく、製紙メーカーも含めた
サプライチェーン全体で取り組むべき事柄だと考え、積極的な取り組みを実践しています。

カーボンゼロを達成したシール工場内のLEDを活用した印刷乾燥の様子

４．SDGsは身近な業務の棚卸しから
平木氏は「自社でSDGsへの取り組みを考えるにあたっては、まず自社で普段実施してい
る業務の棚卸しをすることがポイント」だと語っています。新しい取り組みだけではなく、
身近な取り組みとして業務の中で実施していることをあらためて見つめ直し、たとえば保
育園設立のように結果としてSDGsに合致するものであれば、「宣言」としてまとめてPR
しています。同社は、持続可能な世界の実現に向け、SDGsへの取り組みを今後もさらに
広げていく考えです。

５．会社概要
（１）  企業名：株式会社丸信
（２）  代表者：平木　洋二
（３）  創業年月：1968年6月
（４）  資本金：45百万円
（５）  従業員数：450名
（６）  事業概要：包装資材の販売、シール印刷・加工、パッケージ印刷加工
（７）  所在地：福岡県久留米市山川市ノ上町7-20
（８）  URL：https://www.maru-sin.co.jp/index.html

構成／日比野　友美
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観光で平和な社会を

事例15  沖縄ツーリスト株式会社

沖縄県那覇市の国際通り入口近くに本社ビルを構える旅行代理店、沖縄ツーリストは
1958年の創業です。沖縄県内で老舗の旅行会社として沖縄の本土復帰前から営業を始め、
沖縄県の観光産業を支えてきました。同社はSDGsを意識して取り組んできたわけではあ
りません。組織として行ってきた取り組みそのものが「SDGsを体現」しているのです。
そして、SDGsという言葉が浸透してきた今、県内外にSDGsを周知する活動を行ってい
ます。

創業メンバー

１．沖縄観光のリーディングカンパニー
同社は沖縄県内に10店舗、本土２店舗、海外1店舗、レンタカー部門は県内7店舗を構え、
沖縄から県外・海外へ、県外・海外から沖縄への旅行者に、安全で快適な旅を提供してい
ます。1972年の本土復帰まで本土からの慰霊団受入れを手掛け、沖縄観光の黎明期を官・
民・業界と手を携えて作りあげてきました。復帰後は海外ツアーを積極的に展開し、沖縄
県の主要産業である観光産業のリーディングカンパニーの役割を担っています。
新型コロナウイルスの感染拡大で、沖縄県の観光産業は大きなダメージを受けました。同
社も例外ではありませんでしたが、社員は「地域に貢献することが最も大事」という共通
認識で苦難を乗り越えてきました。
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２．企業理念記した「心カード」
そのシンボルが常時持ち歩くよう社
員に促している「心カード」です。
三つ折りの名刺サイズで、社是や社
訓、行動指針、観光が取り組むべき
使命が記されています。その根っこ
にある考え方は「交流により相互理
解を深め、平和の世界を築きます」
「地域の自然や伝統文化を大切にし
ます」「地域の経済発展に貢献しま
す」という3本柱で、SDGsが注目
される前から同社内に浸透していま
した。
2004年から代表取締役を務める東
良和会長は「観光は平和じゃないと成り立たない受け身の平和産業として取り扱われるこ
とが多いが、観光を通して平和な社会を築くことが、観光としての使命だ」と話します。
他の産業はともすれば貧困格差が起きやすいですが、観光業界は、「明日から働く」ことが
可能で、雇用を作れる産業です。「雇用の受け皿として大きな役割を果たすことが平和を
築き、維持し、貧困の撲滅に繋がる」と考えているのです。
「観光産業でお客様のQOL（人生の質）を上げるだけでなく、地域に根差した育成により
受け入れる側のQOL（生活の質）も向上させる」という考え方はSDGsに繋がります。「心
カード」の理念は、東会長が編集委員を務めた沖縄県の小学校の観光学習教材とも呼応し
ています。

SDGsの取り組みを語る東良和 (ひがし・よしかず)会長

同社の根っこの考え方を示す「心カード」
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３．SDGsを旅行商品に
「誰ひとり取り残さない社会の実現」という同社の基本理念は、商品企画にも反映されて
います。県内のSDGsリーダーたちを訪ねて交流するバスツアーシリーズもそのひとつで
す。使用するバスは走行時のCO2排出量がゼロのEVバス、ペットボトルの持ち込みは禁
止でマイ水筒を持参、昼食はビュッフェ形式を止めて1人１膳としフードロスの軽減にも
努めました。ツアー参加者はおのずとSDGsを意識するしかけで、取引先事業者と一緒に
沖縄県民に「SDGsは難しく考えるものじゃない」とメッセージを発信しました。
ツアー内容にSDGsの要素を取り入れることで「楽しくない」旅行になってはいけません。
商品設計の難しさはあるものの、観光を楽しみながら自然にSDGsを感じる中身にするこ
とで、オンシーズンもオフシーズンも、季節に関係なく売れる商品にしていく方針です。
地元経済界へのSDGs普及活動にも熱心です。東会長が副代表幹事を務める沖縄経済同友
会では、同社の執行役員SDGs特命部長である栩野浩氏がSDGs委員会の委員長を務めて
いて、地元への広がりも同社が担っています。同友会が考案した「首里城販売 ＆ SDGs応
援バッジ」を委託販売し、沖縄経済同友会の会員企業社員をはじめ観光産業に従事する人
たちに着用を進めています。売り上げの25％を2019年10月に焼失した首里城復興や、
子どもの貧困対策など沖縄県が進めているSDGs活動に寄付するためです。

同社が委託販売する首里城復興バッジはSDGs17色でデザインされている

４．競争から共創へ
同社の制服は沖縄の正装「かりゆしウエア」です。男性が青色、女性は赤色のシャツで、
沖縄県民なら一度は見たことがあるはずです。ツアーガイドは女性が担うことが多く、ツ
アーの誘導役として赤色がとても目立つために導入されたのですが、同社は今、制服の色
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の統一を検討しています。ジェンダーレスに対する取り組みを全社員で考えることの一環
で、制服のイメージが浸透している同社が男女別だった色を統一すれば、ジェンダーレス
を県民に対し広く周知できると考えています。
ほかにも2030年までに所有するレンタカーを全て電気自動車に変えることなど、SDGs
に対する同社の取り組みは様々です。ですが、SDGsをアピールすることで同社だけが勝
ち組になる気はさらさらありません。同社は沖縄観光のオフシーズンをどう盛り上げる
か、「お客様」「事業者」「地域」「環境」の４者が栄える地域主導型観光を進めるにはどうす
ればいいのかを常に考えています。キーワードは「地域のみんなで盛り上げ、みんなで楽
しく」、つまり「競争から共創へ」の実践です。東会長は最後に「県民、県内事業者はパー
トナー。地域とともに発展することがSDGs」と強調しました。

東良和会長（右）と栩野浩執行役員SDGs特命部長

５．会社概要
（１）  企業名：沖縄ツーリスト株式会社
（２）  代表者：沖山　真樹
（３）  創業年月：1958年10月
（４）  資本金：1億5510万円
（５）  従業員数：332名(2021年10月1日現在)
（６）  事業概要：旅行事業、OTA事業、レンタカー事業、保険販売事業
（７）  所在地：沖縄県那覇市松尾1丁目2番3号
（８）  URL：otspremium.com

構成／城間　康平
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Q1．SDGsの17目標、169ターゲットとはどういうものですか？
A1．たとえば、目標12は「つくる責任　使う責任」です。廃棄物の発生防止、削減、再生
利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減することがうたわれています。また、
目標8は「働きがいも　経済成長も」です。働きがいのある人間らしい仕事の提供をし
つつ、多様化、技術向上、イノベーションを通じた高いレベルの経済生産性を達成する
ことがうたわれています。（※具体的な事例として本書第7章「中小企業のSDGs経営の
事例をお読みください。）
また、本書では、SDGsの解説本等で当たり前のように載っている「SDGsの17目標、
169ターゲット」の説明は紙面の都合上掲載しておりません。ネット上でもたくさん掲
載されていますのでそれらをご覧ください。正式な詳しい解説をお読みになりたい方は
外務省ホームページに掲載の情報をお読みください。
　　https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf

Q2．SDGsのピンバッチやロゴを使うには許可が必要ですか？
A2．ロゴの使用規定については、国際連合広報センターのホームページに、ロゴ使用の
ためのガイドラインがまとめられています。例えば、色を変えない、形や縮尺を変えな
いなどのルールを守る必要があります。ホームページや名刺にロゴを掲載することも可
能ですが、価格の入ったパンフレットには掲載することができないというルールもあり
ます。使用したい場合には、このガイドラインに則り進めていくことが必要です（簡単
にまとめて無料でネット上に公開している民間会社もあります。）。
　　出典：国際連合広報センター「ロゴ使用のためのガイドライン」
　　https://www.unic.or.jp/files/SDG_Guidelines_AUG_2019_Final_ja.pdf

Q3．SDGsはなぜできたのですか？
A3．SDGsは、MDGs（ミレニアム開発目標）の後にできた15年目標です。MDGsでは、
開発途上国における、貧困や飢餓、安全衛生などを課題として設定しました。それを受
けて、次の15年では、気候変動など全世界的な課題を17選定し、先進国も含めた全世
界的にとりくむことを目指しました。2030年までにこれらの課題に終止符を打つため
に民間企業が参画しイノベーションを起こすことが期待されています。詳しくは第9章
「参考～ SDGsの歴史等～」をご覧ください。

Q4．大企業だけでなく、中小企業もSDGsに取り組む必要があるというのは本当ですか？
A4．投資家は企業を見る際に、どれだけ利益をあげているかではなく、どのように利益
をあげているか（環境への配慮、人権への配慮等）を重視するようになっているため、
大企業は先んじてSDGsに取り組み、また取り組みを発信することによって、投資家と

Q & A第 章8
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企業価値を共有して、ESG投資を引き出しています。
中小企業は、投資とは関係ない場合も多いかも知れませんが、取引先、一般消費者、従
業員、等様々な場面でSDGsを物差しとして、企業価値を判断される社会に確実になり
つつあります。

Q5．SDGsに取り組むメリットはなんですか？
A5．本書第2章（SDGsへの取り組みは「経営にプラスになるもの」）に取り組むメリット
は詳しく書いていますが、第3章（経営の面からSDGsを意識した方が良い4つの視点）
には、取り組まないことによるリスク（取引先からの発注がなくなる、消費者からのバッ
シング、若い世代の人材確保が難しくなる等）も書いてあります。
SDGsは将来あるべき世界の姿を提示しているものなので、それに向かって考えれば、
新たなアイデアを生み出すきっかけとなります。つまり、今ある自分達の技術・サービ
スをより発展させることにつながります。

Q6．逆にSDGsに取り組むことのデメリットはないのでしょうか？
A6．取り組むことのメリットは色々あげられますが、デメリットは基本ないと言えます。
強いて言えば、「SDGsに取り組んでいる」と派手に宣伝していることが実際には取り組
まれていないとか、また、環境に優しいのが売りの商品が実は劣悪な労働条件下で生産
されているものであった、SDGs宣言をした大手企業の下請けが児童労働をさせていた
等、実態が伴っていないのに取り組んでいると宣伝していると、世間の批判を受けたり
することになると思います。これは「SDGsウォッシュ」と呼ばれています。

Q7．できそうな目標を設定するだけでも良いのですか？目標は数値で示さなければなら
ないのですか？
A7．目標は、数値（定量的なもの）で示せるとわかりやすいです。いずれにしても、SDGs
経営の実践は「こうでなくてはならない」という手法があるわけではありません。まず
は、取り組みやすい部分から実施するのが良いでしょう。より関連性の高いものや、重
要性の高いものなどを選定することから始めましょう。

Q8．設定した目標を達成できない場合、ペナルティが発生するのですか？
A8．設定した目標に到達しなくても、ペナルティ・罰則のようなものはありません。積
極的に、2030年の理想のあり方を掲げるのが望ましいです。ただし、理想を掲げるの
みで、なんら実行している状況が見えないと、パフォーマンスとして掲げただけと受け
止められ、「SDGsウォッシュ」と顧客、取引先、金融機関などから批判的に受け止めら
れる可能性があります。

Q9．SDGsの取り組みをホームページで掲載する、SDGsピンバッジを着けて取組企業で
あることを示すなど以外に取り組みを公表する方法等はありますか？
A9．各地域や団体で様々な取り組みを行っております。例えば、近畿経済産業局で「関西

89



SDGsプラットフォーム」というSDGsに取り組む企業が取り組みを発表したり、SDGs
に関する様々な情報を収集したりなどできる枠組みを作っていますので、そこに登録し
て、SDGsの取り組み内容を発表したり、分科会に入ってネットワークを構築したり、
取り組みを深化させることができます。是非登録をご検討ください。
　　https://kansai-sdgs-platform.jp/
また、SDGsへの取り組みに自信を深めた時には、SDGsアワードへの応募に挑戦して
みるのも良いと思います。

Q10．SDGsに取り組むためにも、経営改善や人材育成を行いたいのですがどうしたらよ
いでしょうか？
A10．中小機構にご相談ください。SDGsの視点に立って、経営改善や販路開拓、人材育
成等のお手伝いをさせていただきます。SDGsに関する対面、電話、オンラインによる
経営相談窓口を設置しておりますので、ご利用をご検討ください。
　　https://www.smrj.go.jp/org/policy/sdgs/index.html#consulting

Q11．SDGsに取り組むことにしたのですが、周囲の理解が得られません。周囲の人を巻
き込むにはどうしたらよいですか？
A11．周囲の理解が得られないケースは、SDGsそのものを理解していないか、SDGsの
有効性を理解していないといった場合等によく見られます。まずは、相手の状況や立場
に立った上で、SDGsに取り組んだ方が良いと感じてもらえるコミュニケーションに努
めることが重要だと思われます。経営上の利点、営業上の利点などを数値で示したり、
事例で示したりしながら有効性についての理解を得られるように努めましょう。

Q12.「人材の定着」でもSDGsは効果がありますか？
A12．SDGsに取り組んでいる企業は、職場環境の改善にも力を入れる傾向にあり、例えば、
若手社員による新入社員へのメンター・指導員制度を導入し、コミュニケーション不足
の解消、若手社員の指導能力養成、新入社員への技能伝承（早期戦力化）などを達成し、
SDG8「働きがいも　経済成長も」への貢献の取り組みを行い、離職率を改善することに
結びつけている企業もあります。
※参考：公益財団法人日本生産性本部「若者が定着する職場づくり取組事例集」
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11600000-Shokugyouanteikyoku/jireisyuu29_1.pdf

Q13．その他SDGsに取り組む企業への支援策はありますか？
A13．JICAなどで開発途上国の課題解決に対する調査、実証への補助や、自治体の中で認
証制度や補助金などSDGsに取り組む企業への支援策は出てきております。SDGsがカ
バーする分野は幅広いので、各企業が目指す課題解決において、それぞれ使える制度等
がある場合もあるので、各管轄の行政機関や支援機関にご相談ください。また、民間で
もSDGsへ貢献する新事業を構想し、人材を育成するための事業を行っている「事業構
想大学院大学」のような機関も存在しています。
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参考
～SDGsの歴史等～第 章9
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②日本におけるこれまでの取り組み
日本では、政府や経済団体がSDGs の認知や取り組みを牽引してきました。
特に政府は、SDGs 推進本部を設置し、ジャパンSDGs アワードを開催したり、SDGs の
取り組みを促しています。ジャパンSDGs アワードは、SDGs 達成に資する優れた取り組
みを行っている企業・団体等をSDGs 推進本部として表彰するもので、選考はNGO・
NPO、有識者、民間セクター、国際機関等の広範な関係者が集まるSDGs 推進円卓会議
構成員から成る選考委員会の意見を踏まえて決定されています。大手企業のみならず、中
小企業や非営利組織、教育機関や商店会なども受賞しているため、それぞれの立場での目
立った活動かどうか、それが他の組織や地域にも実行可能なものであるかどうか、が問わ
れるものです。
また、日本経済団体連合会（経団連）では、2017 年に企業行動憲章(＊)を改定し、SDGs
の達成を柱に据えるとしています。「SDGs の達成に向けて民間セクターの創造性とイノ
ベーションの発揮が求められる」と記され、企業における社会的責任（CSR）活動の延長
線とは一線を画し、SDGs は企業の収益の中から行うべき責任行動ではなく、その中に商
機があるとして、「創造性」と「イノベーション」の発揮を求めている点はSDGs の特徴
をよく表しています。
　　＊企業行動憲章（日本経済団体連合会）https://www.keidanren.or.jp/policy/cgcb/tebiki7.pdf

さらに、政府は2020 年10 月、「2050 年カーボンニュートラル」に伴うグリーン成長戦
略を打ち出しました。脱炭素化社会を構築するための技術開発を促すため、政府は20 年
間で2 兆円の基金を設立し、民間企業の開発・設備投資を誘引するもので、そういう取り
組みには世界中から資金も集まりやすいという現在の世の中の流れを踏まえた施策です。
この政策はSDGs への貢献そのものですが、認知すべき大事なことは、「SDGs への取り
組み」に世界の投資は集まるようになってきていて、「SDGs への貢献」がお金を生む社
会になってきているということです。中小企業の皆様も「SDGs への対応」は企業の成長
の制約ではなく、逆に大きな成長につながるものだという発想の転換が今、求められてい
ると認識することです。

③各地域におけるこれまでの取り組み
全国各地域で様々な取り組みが行われています。例えば地方創生SDGs官民連携プラット
フォームにて全国各地域の様々な事例が公開されております。
　　http://www.future-city.go.jp/platform/case/
その他にも関西地域では、SDGs の達成に向けて、関西の民間企業、市民社会・NPO・
NGO、 大学・研究機関、自治体・政府機関といった、多様なアクターが参加する「関西 
SDGs プラットフォーム」という枠組みが設立されていて、2021 年 12 月時点で 1300 を
超える団体が会員となっています。また、2025 年には、大阪・関西万博を控えていますが、
「いのち輝く未来社会のデザイン」をコンセプトに準備が進められており、通称「SDGs 万
博」とも言われています。「TEAM EXPO 2025」プログラムが開始しており、共創パート
ナーや共創チャレンジの募集が開始されています。このように、近畿・関西地域は SDGs 
の取り組みに熱心で、活動しやすい環境であると言えます。 TEAM EXPO 2025（公益社
団法人 2025 年日本国際博覧会協会）
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SDGsに関する対面、電話、オンラインによる
経営相談窓口（E-SODAN）を設置しています。

セミナーや研修、ビジネスマッチングの最新情報は
中小機構ホームページにて更新・掲載しています。

⑥ カーボンニュートラルに関する相談
カーボンニュートラルや脱炭素化に取り組む中小企業・小規模事業者に、
豊富な経験と実績をもつ専門家がアドバイスを実施します。
無料で何度でもお答えします。また、省エネルギー対策の
情報提供や環境経営に関するアドバイスも行います。

https://bizsapo.smrj.go.jp/

https://www.smrj.go.jp/org/
policy/sdgs/index.html

https://www.smrj.go.jp/sme/consulting/
sdgs/favgos000001to2v.html

https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kinki/news/
2020/favgos000001dlat-att/a1616374711852.pdf

経営相談チャットサービス

https://j-net21.smrj.go.jp/special/chusho_sdgs/index.html
https://j-net21.smrj.go.jp/special/chusho_sdgs/index.html
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kinki/news/2020/favgos000001dlat-att/a1616374711852.pdf
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kinki/news/2020/favgos000001dlat-att/a1616374711852.pdf
https://bizsapo.smrj.go.jp/
https://www.smrj.go.jp/org/policy/sdgs/index.html
https://www.smrj.go.jp/org/policy/sdgs/index.html
https://www.smrj.go.jp/sme/consulting/sdgs/favgos000001to2v.html
https://www.smrj.go.jp/sme/consulting/sdgs/favgos000001to2v.html
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